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音声認識を用いた県工案内

結 果

考 察

県工案内ができるようになったので、それ以外の会話も増やせそうだ。
Windowsだけでなく、Andoroidのような他の環境でも開発できそうだ。

キャラクターが喋る

単語帳に入ってなかった言葉を入れた。その際、
入れたい単語のローマ字読みも必要となる。音素
列通りに入力するため見ながら打つのが大変だっ
た。 ＠の隣の数字を大きくすることで認識されや
するという工夫もした。

実際にキャラクターに喋って
もらえるよう、プログラムを記
述した。C言語やJavaといった
プログラミング言語とは全く
異なる書き方をするので、理
解をするのに苦労した。

MMDAgentは反応する言葉
と反応しない言葉があったの
でなぜ反応しないかを試行
錯誤した結果、単語帳に言
葉を追加すればその言葉に
反応するようになるということ
がわかった。

「っ」や「ゅ」など
の小書き文字
の入れ方をな
かなか見つけ
ることができず、
解決策を見つ
けるのに時間
がかかった。

フォルマントを確認する
など声の特徴を調べた。
JAISTで声の感情を読み
取る実験に参加し、同じ
言葉でも感情によってい
ろいろな表現になること
を知る。

一から音声案内のプログ
ラムを作ることは困難と
判断し、声の認識ができ
るソフトを探した。
その結果、MMDAgentを
見つけ、使うことにした。

経 過

目 的

方 法

会話での案内をすることで、視力に障害を持つ人だけでなく、
ユニバーサルデザインとしても活用できるものを作成する。「も
のづくり 」の楽しさ、難しさを学習し課題を解決する能力を養う。

MMDAgentというツールを使い、対話によって県工案内ができ
ないか試みた。MMDAgentでは認識できない単語があったた
め、認識するようにMMDAgentに入っているファイルを改善した。

音声を認識し、それに応じたプロ
グラムを実行させることができる

学校の玄関にある案内版は、複雑な校舎の形をそのまま表示
してあり、初めて来た方にはわかりにくいので、音や音声につ
いて学習してきたことを活かして改善したい。
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